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長寿を祝う食事も。心和む敬老会に
　

10
月
14
日
、
町
公
民
館
で
、
黒
坂
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
（
中
原

明
会
長
）
主
催
の
手
づ
く
り
敬
老
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
黒
坂
・
菅
福
地
区
の
75
歳

以
上
の
高
齢
者
60
人
が
出
席
。
光
佳
流

芳
扇
会
の
新
舞
踊
や
大
下
親
子
（
伯
耆

町
）
に
よ
る
演
芸
が
披
露
さ
れ
、
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
寿
を
健
康
を
祝
い
、
お
楽

し
み
抽
選
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。
出
席

者
は
普
段
会
え
な
い
人
と
の
会
話
も
弾

み
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

〝
今
日
あ
る
こ
と
に
〟
感
謝
と
長
寿
の
お
祝
い

黒
坂
・
菅
福
地
区
手
づ
く
り
敬
老
会

　

江
戸
時
代
の
た
た
ら
に
対

す
る
政
策
は
藩
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
た
。
松
江
藩
は
絲
原

家
、
櫻
井
家
、
田
部
家
な
ど

十
家
に
限
定
し
た
し
、
千
草

は
天
領
で
規
制
が
厳
し
か
っ

た
。
し
か
し
、
伯
耆
で
は
冥
加

金
さ
え
払
え
ば
比
較
的
自
由

に
た
た
ら
を
す
る
こ
と
が
出
来

た
よ
う
だ
。

そ
の
た
め
、

多
く
の
鉄
山

師
と
呼
ば
れ

る
人
が
財
を

成
し
た
の
で

あ
る
が
、
そ

の
中
に
備
後

（
広
島
県
）

か
ら
や
っ
て

き
た
一
族
も

あ
っ
た
。

　

江
戸
中

期
の
日
野
は

緒
方
家
や
手

嶋
家
な
ど
が

す
で
に
た
た

ら
を
し
て
い

た
の
で
、
そ
の
一
家
は
日
南
の

山
奥
で
の
操
業
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
し
か
し
、
長
い
年
月

を
か
け
て
次
第
に
事
業
は
拡

大
し
、
江
戸
末
期
に
は
日
本

を
代
表
す
る
鉄
山
師
に
な
っ

た
。
そ
れ
が
、近
藤
家
で
あ
る
。

根
雨
の
町
で
は
近
藤
家
の
繁

栄
の
跡
を
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け

る
。
今
の
本
家
屋
敷
は
江
戸

時
代
末
期
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
つ
い
先
日
、
鳥

取
県
保
護
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
。

　

そ
の
向
か
い
に
あ
る
町
公

舎
は
出
店
近
藤
家
の
屋
敷
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
製
鉄
技
術
の

研
究
に
優
れ
た
勝
瀬
家
、
郡

会
議
員
に
な
る
な
ど
政
治
手

腕
を
見
せ
た
酒
近
藤
家
な
ど

一
族
の
屋
敷
が
健
在
で
根
雨
の

見
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
る
。

　

近
藤
家
は
そ
の
私
財
を
地

元
に
も
還
元
し
た
の
で
あ
る

が
、
七
代
目
当
主
・
寿
一
郎
氏

が
寄
付
し
た
根
雨
公
会
堂
は

そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
当

時
と
し
て
は
と
て
も
モ
ダ
ン
な

建
物
で
国
登
録
有
形
文
化
財

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
前
庭
に
、

下
菅
地
内
の
才
ノ
原
た
た
ら

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
、
坊
主

石
と
呼
ば
れ
る
防
湿
の
た
め

の
基
礎
石
が
展
示
さ
れ
て
い
る

の
は
意
外
と
見
逃
す
人
が
多

い
。
坊
主
石
は
図
解
な
ど
で

存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

遺
跡
保
存
の
た
め
に
埋
め
戻

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
う
し

て
実
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
非
常
に
珍
し
い
。

　

現
在
そ
の
活
用
策
が
検
討

さ
れ
て
い
る
旧
山
陰
合
同
銀

行
の
建
物
も
、
五
代
目
当
主
・

喜
八
郎
氏
が
作
っ
た
根
雨
銀

行
と
雲
陽
実
業
銀
行
が
合
併

し
て
昭
和
４
年
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
レ
ト
ロ
な
こ
の

建
物
は
、
天
井
の
装
飾
が
円

形
を
し
た
、
と
て
も
き
れ
い
な

ガ
ラ
ス
細
工
に
な
っ
て
い
る
の

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
せ
っ
か

く
こ
う
い
っ
た
も
の
が
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
地

元
の
観
光
資
源
と
し
て
利
用

し
な
い
手
は
な
い
。

文＝伯耆国たたら顕彰会
　　副会長　佐々木幸人 の里たたら

第６回  

「鉄山師近藤家」
たたらマイスターが、あなたを奥日野たたらの世界にい
ざないます―。

坊主石は、根雨公会堂（現日野町歴
史民俗資料館）で見ることができる

まちの話題

避難者に非常食などが配られる
　

11
月
３
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、

鳥
取
県
西
部
町
村
合
同
避
難
所
運
営
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
災
害
発
生
に
備
え
、

県
西
部
7
町
村
の
職
員
が
協
力
し
、
避

難
所
を
開
設
お
よ
び
運
営
が
で
き
る
よ

う
毎
年
各
町
村
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

午
前
9
時
15
分
に
避
難
所
が
開
設
さ

れ
る
と
、
9
つ
の
自
治
会
と
福
祉
施
設

な
ど
か
ら
約
40
人
が
避
難
。
会
場
内
は

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
仕
切
ら
れ
、
健
康
状
態

の
聞
き
取
り
も
行
わ
れ
た
ほ
か
、
町
赤

十
字
奉
仕
団
が
非
常
食
を
配
り
、
災
害

発
生
時
さ
な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
む
様

子
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

町
村
の
垣
根
を
越
え
て
住
民
の
安
全
を

西
部
町
村
合
同
避
難
所
訓
練



全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す。

　

児
童
、
生
徒
へ
の
指
導
の
充
実
や
、
学
習
状
況
の
改
善
な
ど
に
役
立
て
る
た
め
、
全
国
の

小
学
6
年
生
と
中
学
3
年
生
を
対
象
に
、『
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
』
が
今
年
4
月
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
国
語
、
算
数
・
数
学
、
理
科
の
調
査
と
質
問
紙
調
査
（
生
活
習
慣
、
学
習
意
欲
・
環
境
な

ど
の
調
査
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調査結果チャート（日野町小学
校）

▼
国
語
、
算
数
、
理
科
と
も
に
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
力
を
つ
け
て
い

ま
す
。

　

国
語
は
、
Ａ
問
題
で
全
国
平

均
正
答
率
を
上
回
っ
た
も
の

の
、
Ｂ
問
題
で
は
若
干
下
回
り

ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
問
題
、
Ｂ

問
題
そ
れ
ぞ
れ
に
、
全
国
平
均

正
答
数
を
上
回
っ
て
い
る
児
童

が
半
数
以
上
い
ま
す
が
、
Ａ
問

題
、
Ｂ
問
題
と
も
に
平
均
正
答

数
を
上
回
っ
た
児
童
は
半
数
を

少
し
割
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
の
領
域
等
の

平
均
正
答
率
は
、書
く
こ
と
（
書

く
能
力
）
に
つ
い
て
は
全
国
値

を
上
回
っ
て
い
る
も

の
の
、
話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
（
話
す
・

聞
く
能
力
）
と
読
む

こ
と
（
読
む
能
力
）

に
つ
い
て
は
、
下
回

る
結
果
で
し
た
。

　

算
数
は
、
Ａ
問

題
、
Ｂ
問
題
と
も
平

均
正
答
率
を
上
回
り

ま
し
た
。
Ａ
問
題
で

は
、
平
均
正
答
数
を

上
回
っ
て
い
る
児
童

が
７
割
近
く
い
る
の

に
対
し
、
Ｂ
問
題
で

は
平
均
正
答
数
を
上

回
っ
た
児
童
は
半
数
以
下
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
問

題
、
Ｂ
問
題
と
も
に
平
均
正
答

数
を
上
回
っ
た
児
童
も
、
半
数

以
下
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
学

習
指
導
要
領
の
領
域
等
の
平
均

正
答
率
は
、
ほ
と
ん
ど
の
区
分

で
全
国
値
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

理
科
は
、
平
均
正
答
率
を
大

き
く
上
回
り
、
平
均
正
答
数
を

上
回
っ
て
い
る
児
童
は
、
７
割

近
く
あ
り
ま
し
た
。
Ａ
問
題
、

Ｂ
問
題
と
も
に
平
均
正
答
数
を

上
回
っ
た
児
童
も
半
数
以
上
で

し
た
。
学
習
指
導
要
領
の
領
域

等
の
平
均
正
答
率
は
、
ほ
と
ん

ど
の
区
分
で
全
国
値
を
上
回
り

ま
し
た
。

算数A
算数B

理科への
関心など

算数への
関心など

規範意識自尊感情

生活習慣

学習習慣

国語B

国語A

地域・社会
への関心
など

理科

・各教科の Aおよび Bは正答率、ほかの項目は質問紙調
査での肯定的な意見を、全国平均と比較して表していま
す。
・中央の ------ 線は全国平均です。------ 線より外側に
出ている項目は全国平均以上、------ 線より内側は全国
平均未満を表しています。外に広がっている項目ほど、
正答率が高い、肯定的な意見が多い結果を表しています。
（中学校の結果も同様です）

＜児童生徒＞児童質問紙（全国基準）

小
学
校
で
は

児童一人一人に合わせ
た学習指導、課題解決
に向けた取り組みが求
められる
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